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研究目的
日本におけるクラウドコンピューティング市場の調査

近年、クラウドコンピューティングは多数な企業に注目された。IT部門のコスト削減や企業のリスト回避や新しいのビジネス展開などの道具として導入されている。この研究の目的は市場におけるクラウドコンピューティングの状況を調査し、収集したデータを分析し、現在のクラウドコンピューティングの状況を把握すること。実際の状況を把握すれば、今後のクラウドコンピューティングの方針または実績を見られ、クラウドコンピューティングを導入希望の企業に役に立つと考えられる。
研究方法・計画
　クラウドコンピューティングの実績を計測するため、すでに導入している大企業または中小企業をこの研究の対象である。有価証券報告書や決算書などを利用し、企業がクラウドコンピューティングを導入している前と導入している後のIT部門のコストを比較する。また、５−６社を選択し、市場調査を行うことで、有価証券報告書や決算書に登載したデータと実際に起こっているデータまたは導入している企業同士の実績の比較することが可能になる。さらに、選択した企業のクラウドコンピューティングの担当者、関係者、また部外者をクラウドコンピューティングの感想インタビューし、より良くクラウドコンピューティングの方針を把握できると思われる。
５月
企業を調べ、収集したデータを分析し、企業を選択する
６月
インタービュー内容を作成する。選択した企業を連絡し、インタービューの申し込むをする
７月ー１０月
選択した企業のインタービューを行う　大中小企業 5-6社をインタービューする
１１月

調査した内容を分析し、結果を出す。研究文章の作成

